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この道を。力強く、前へ。

「地方にはアベノミクスの効果はない。」
「アベノミクスは格差を広げる。」

そういう批判が多くあるのは事実ですが、
本当にそうなのでしょうか?

「忙しくて、新たな受注を断っている。」
「人手が足りない。人材を求めている。」

こういう声も多く聴かれます。
豊かさの実感は人それぞれですが、

政治にはこれで良いというゴールはありません。
私たちは全ての人が幸せを実感できるまで、

実行力で皆さまと共に前に進みます。



今、山形県は
どうなっている?
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平成27年10月10日現在
1,122,957人
（前年比0.99%減）

総人口及び人口増減率の推移 （昭和30年～平成27年）
人口ピラミッド（山形県） （平成26年10月1日現在）

急激に進む少子高齢化の対策を
●山形県の高齢化率　平成26年度 30.01%（全国第7位）
●山形県の合計特殊出生率　平成26年度 1.47人
●山形県の高齢者単独世帯数　平成27年度 34.357人

山形県の宝（地域資源）を最大限に高める!
●最上川に育まれた土壌からの最高の農産物
●県土の70%を占める豊かな森林
●城下町の電灯から続くものづくりの技術や食文化
そして何よりも勤勉実直な人財が『山形県の宝』!

雇用の拡大と、地域経済のさらなる活性化
●山形県の1人当たり県民所得
　平成24年度 262.9万円（前年比6.2%増）
●農業従事者の平均年齢　平成22年度 65.2才
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県外への進学、
就職による社会減

48歳「ひのえうま」
による出生減
（昭和41年）

65～67歳
第1次ベビーブーム
（昭和22～24年）

68～69歳
終戦前後の
出生減

老年人口
生産年齢人口
年少人口

資料：山形県企画振興部「山形県の人口と世帯数」（平成26年101月1日現在）
注）老年人口とは65歳以上人口、生産年齢人口とは16～64歳人口、年少人口とは0～15歳人口

人口減少に歯止めをかける、それが山形創生→

男 女

少子高齢化が進行。山形県の人口は毎年1万人減少、
そして就労をきっかけに県外に移る若者が多いのが明らかです。
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　3世代同居日本一の強みを活かし、さらに女
性の活躍を推進しながら安心して子育てが出
来るように官民挙げての就業支援サポートの
充実を図ります。
　東根市や天童市で実績のある子育てサポー
トセンターを県内各地での開設をバックアップ
します。

4.少子高齢化

　社会の変化に応じて、すべての世代が相互に
支え合い、必要な方にしっかりと安心な暮らし
を確保できる、持続可能な社会保障を目指して
いきます。
　ひとりひとりが健康長寿社会を実感できるよ
うに、県内拠点医療機関の拡充をはかります。
　さらに、看護と介護の人材教育機関の整備と
待遇の改善に努めます。

5.社会保障

　戦争や紛争を未然に防ぐため、抑止力を強
化する法整備です。
　国としての存立が脅かされ、国民の生命、自
由及び幸福追求の権利が根底から覆される明
白な危険があること、他に適当な手段がないこ
と、必要最小限にとどめること、と厳格な要件の
下、運用されますことを、しっかりと説明してい
きます。

6.平和安全法制

安心・安全・豊かな暮らし
山形創生の6つの柱　国・県・市町村がしっかり連携して今の課題

を、的確に迅速に把握して対応することが何よ
り大切です。
　自民党は山形県内全域において市町村議
員、県議会議員、国会議員が選任されています
ので、地域の声を集約して集落機能の変化・人
材人員不足に取り組みます。

1.地方創生

　山形県は伝統的な職人さんによるものづくり
が盛んなところでした。その優れた技術力と発
想力を活かして、最先端テクノロジーの産業集
約化をさらに進めていきます。
　地域資源のブランド化や、観光産業の付加
価値向上で地域経済全体を活性化します。

2.産業振興

　厳しい要求が日本に寄せられた交渉でした
が、多くの関税撤廃の例外を獲得しました。国
内対策に万全を講じて、不安や懸念を払拭して
いきます。
　山形県の農業の潜在力は高く、また食料の
安定供給の重要性について理解と信頼を高め
る努力を行い、農林水産業を伸ばします。

3.TPP対策



酒田港は、海外への農産品輸出の拠点となる
機能を有し、リサイクルポートとして重要港湾
の指定を受けています。さらなる機能強化を
進めます。

重要港湾としての
さらなる機能強化を!

さまざまな産業との連携を推進して、新たな
滞在型観光を応援します。さらに、外国語表
記を推進し、国際化に対応します。

魅力ある観光資源で
交流人口倍増!

山形大学の有機ELやリチウム電池、慶応大学
先端生命研究所発のスパイバーやメタボ
ローム解析など、世界に発信できる先端技術
を醸成し、そこから派生する産業で雇用を生
み出し、経済効果を波及させます。

先端技術
山形県は全国でも高齢化率が高い地域。医
療関連産業の集積地「高度メディカルタウン」
を実現し、医療・介護とものづくり、食、スポー
ツ、観光を結び付け、経済を活性化します。第
一歩として、東北唯一の重粒子放射線治療器
を山形大学医学部への早期導入を図ります。

重粒子放射線治療器の
導入で県がん治療の
拠点に!

山形が誇る高評価の農産品はもちろん、新し
い品目、品種のブランド化を進めるとともに、
６次産業化を発展させることでにより世界へ
販路を広めます。

農業水産業

山形県の地域高規格道路は供用率が 11％と
全国最低レベル。産業の集積化や救急医療、
農産品の販路拡大にも道路整備は欠かせな
い課題。早急な整備に努めます。

高速交通網の充実

地域の特性を活かす 山形県の『宝』!
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私たちは国と県と一体となって
取り組みます。
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